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Scenes Of Clerical Lifeの

「語 り 」 に つ い て

木 村 成 子

I

GeorgeEliotの 批 評家か ら創作 家への転向に関 しては,経 済事情等 の外

的理 由を は じめ として種々に言われて きたが,内 的理 由と して,十 年来続

けて きた批評活 動の機能に恐 らく彼女 自身限界 を感 じたせ いで はないだ ろ

うか。勿論,創 作を始 めた1856年 以 降批評活動 を全 く止 めて しま ったので

はないが,主 た る評 論は1857年 で終 り,以 後は散発 的に しか も自己の創作

の注釈的 なものが多 くなるのであ る。

ところで翻訳→批 評→創 作 と発 展 したEliotの 表 現活動 にはそのいずれ

にもseriOUSな 使 命観 同時代の読者 の支 えとも指針 ともなろうとす る

熱意 が常 に感 じられ る。彼女の著作 には,読 者を導 こうとす る積極性

が強 く働 いて いる。 こうい うひ たむ きな姿勢を もつEliotが,翻 訳や批評

に飽足 らず創作活動 に乗 り出 したのは,ご く当然 な成 り行 きだ ろ う。 翻訳

に して も批評 に して も,所 詮は他人 の作 品を媒介 にして しか 自己表現 が出

来 ない類 の もので ある。 しか も彼 女の手がけた対象 は,抽 象 的な観念 の域

を越 えない ものが 多か った。 彼 女 は"Janet'sRepentance"で,「 観念

(idea)は 哀 れな亡霊の ようなもので,thinvapourの よ うなそのはかな
ひとたび

い存 在に一般 人は気づ くことす らない。 しか し一 度観念が,愛 ・信念 ・苦

悩 に裏打 ちされたlivinghumansoulの 形 を取 って表現 された時 には力強
p

い ものとなり,passi。nの よ うに人々を感動 させ る力を もつ」 と言って い

る。 自己の信 念を成就す るには,観 念 と してではな く,生 命 ある もの,入

間存在 と結 びついた もの と して表現 す る必要性を痛感 していた に違いない。
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そ して 「芸 術 は 人 生 に最 も近 い 」 故 に,創 作 芸 術 と い う 観 念 の 具 象 化 ,実

践 化 へ と 転 向 し た の で は な い だ ろ う か 。SpeCulationを 抽 象 的 な 幻 影 に す

ぎ な い も の と して 斥 け,experienceに 基 づ く真 理 を 追 求 す る 実 証 主 義 を 信

ず る 彼 女 に と っ て,又,人 間 をsocia1-beingと し,fellow-feelingこ そ 最

も 大 切 な精 神 だ とす る 外 向 的 な 視 野 を も つ 彼 女 に と っ て,創 作 家 へ の 転 向

は む し ろ遅 す ぎ た と も 言 え る 。

こ う してE】iotは 翻 訳 家,批 評 家 と して の 経 験 と 訓 練 を 土 壌 と して
,長

い 思 索 生 活 で 培 っ た 種 々 の 信 条 を 創 作 活 動 の 中 に よ り深 く追 求 して い く こ

と に な っ た 。 腕 ∬纏 胤 εrRθ 漉 ω の 副 編 集 長 と して ,或 い はLeaderの 批

評 家 と して ・ 彼 女 は 文 学 を 主 に 音 楽,絵 画 等 芸 術 一 般 の,又,哲 学,宗 教

に 至 る 広 範 な 領 域 に 亙 る 批 評 活 動 を 行 な っ て い る が,処 女 作5Cθ,1θ5げ

ClericalLife(以 後Scenesと 略 記)の 作 成 に は ,数 あ る 評 論 の 中 で も

Scenes執 筆 期 の 直 前 に 書 か れ た 二 評 論
,"TbeNaturalHistory・fGerman

I'ife"と,"SillyNovelsbyLadyNovelists"中 に 主 張 さ れ た 精 神 が 強 い

エ ネ ル ギ ー源 と な っ て い る よ う で あ る
。

"Th
eNaturalHist・ryofGermanLife"で は ,芸 術 の 倫 理 的 目 的,

fellow-menへ の 洞 察 と い う 主 題
,そ れ を 達 成 す る た め の 方 法 的 態 度 と して

のrealiSmと い う彼 女 の 基 本 的 な芸 術 理 念 が 論 じ られ る
。

Artisthenearestthingtolife;itisamodeofamplifyingexperience

andextendingourcontactwithourfelow-menbeyondthebounds

ofourpersonallot.Allthemoresacredisthetaskoftheartist

whenheundertakestopaintthelifeofthePeople ,r'alsification

hereisfarmoreperniciousthaninthemoreartificialaspectsoflife .

Itisnotsoveryseriousthatweshouldhavefalseideasabout

evanescentfashions‐aboutthemannersandconversationofbeaux

andduchesses;butitisseriousthatoursympathywiththe

perennialjoysandstruggles,thetoil,thetragedy,andthehumour

inthelifeofourmoreheavily-ladenfellow-men ,shouldbeperverted,

andturnedtowardsafalseobjectinsteadofthetrueone ,
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芸術家の第一 の課題 は,芸 術享受者 の共感を拡張す るこ と(extensionof

oursympathy)に あ る。殊 に文学上 これ迄正当 な光を当て られ ることのな

かった絶対多数を占めるmoreheavily-ladenfellow-menへ の 共鳴 こそ大

切だ と主張す るが,こ こで述べ られた平凡 な人 々をあ りのままに洞察す る

姿勢 は,"SillyNovelsbyLadyITOVelists"で は,貴 族 階級 のみを主題 と

す る当時の通俗小説への非難の形で間接的 に表現 されてい る。

"SillyNovelsbyLad
yNovelists"で 辛 辣 な非難の 槍玉 にあがるの は,

当時 の女流作家 によ る低 俗な作 品である。Eliotは 彼 女達 の愚 劣 な作品を

mind-and-milliner)'と 呼 び,全 て類型的で視野が狭 いこ とを 指摘す る。そ

してそ うい う無能な作家 には圧倒的 な称 賛を贈 る一 方,真 に実力 ある作 家

にはま ことに冷たい当 時の鑑 識眼の無 い批評界の実情を実 に痛烈 に批判 す

る。最後 に,小 説は婦 人が男性 と対等 に太刀打ち 出来 る貴重 な分野だか ら

こそ,女 性は心 して創作 に臨まねばな らぬ と結ぶ。

このよ うに上記二評論で は,芸 術家 に課せ られた義 務,作 家 と してある

べき心構 えを独 自の真剣 な口調で述べて いるのだが,前 記 の とお りこの二

評論 とScenesは 執 筆 時 期が大 層 接 近 してお り,そ の時 間 的な近 さ故,

3cθπ65創 作 には二評論中の信条や決意が強 く作 用 した ことは容 易に察せ ら

れるだ ろ う。即 ち第一作Scenesに 着 手 したEli・tの 課題 は,平 凡 な同胞

へのreaderの 共 感を拡大す るとい う彼女に とっての永遠 の 目的 と,並 び

に当時 の文壇 に挑戦 して新 しい文学を 樹立す るとい う処 女作 独 自の気負 っ

た目的 とを達成す ることであ った。 ところで先述 した とお り彼 女は芸術作

品を問題 にす る際,享 受者 への影響 を何 よ りも重視 して いる。 当然実作 に

当 った場合 もreder意 識 は強 く,作 品を媒介 と してreaderの 経 験を拡 げ

作 品世界 への理解 と共感を促 し,readerを 導 こう とす る意志が働 くのであ

る。Scenesで も文学観 を主 に社会観 倫理観等多彩 な角度か ら彼女の精神

が披露 される。 こう した種hの 主張 をreaderに 訴 えreaderを 説 得 し自

己の世界へ引 き入れ最終的 に共感 させ るこ とが彼女の課題であった。 この

ためにはauthorがreaderに 忌 揮 なく自己の意見を主 張出来 る と同時 に,

readerと の 間にcommunicationの 断 絶があってはな らぬことが条件 となる

一41一



だ ろ う 。 こ のauth。rとreaderと の 間 に 親 密 な 雰 囲 気 が 交 流 す る こ と と

い う 条 件 を 満 足 さ せ る も の と して 彼 女 が 取 っ た の が 「語 り」 の 叙 法 で あ る 。

創 作 に 関 し て は 初 心 者 の 彼 女 が 「語 り」 に 頼 っ た の は,当 時 最 もpopular

な 様 式 だ っ た か らで あ ろ う が,「 語 り」 の も つ 魅 力 的 な 特 質 故 で も あ ろ う 。

彼 女 の 作 品 は 全 て,基 本 的 に は 全 知 の 視 点 を も っnarratorが 作 品 世 界 を 展

開 して い く方 法 を 取 っ て い る 。Scenesは 短,中 篇 の 三 部 作 だ が,三 作 共

100%Eliotの 分 身 と 言 え るnarratorが 全 て を 語 る の で あ る 。 当 論 で は ,

Scenesに 於 け るnarrator,語 られ るcharacter,語 り か け られ るreader ,

こ の 三 者 の 相 互 関 係 を 考 え,「 語 り」 の 様 式 が 如 何 に 彼 女 の 創 作 目 的 に 添

う もの で あ っ た か,又,そ の 限 界 は ど こ に あ っ た か,見 て い き た い 。

豆

三 つ の 物 語 は,`1'な るnarratorがfictitiousreaderの`you'を 相 手

に,三 人 の 牧 師 の 体 験 を 繰 り 広 げ て い く と い う 形 式 を 取 っ て い る。 例 え ば ,

"MrGil丘1'sL
ove・Story"で は,narratorは 第 一 章 で 今 は 亡 きGilfilが 如

何 に 村 人 に 敬 愛 さ れ て い た か を 語 っ た 後,彼 の 家 の 優 雅 な 開 か ず の 間 に っ

い て,或 い は既 に 村 で も知 る 人 の 少 な く な っ たGi1丘1夫 妻 の 結 婚 式 の こ と
,

又,若 く して 死 ん だ 異 邦 人 のGil丘1夫 人 に つ い て の 村 人 達 の 噂 を 謎 め い た

語 り 口 で 話 し,最 後 に 章 の 末 尾 で,"ButI,dearreader,amquiteascom・

municativeasMrsPatten,andmuchbetterinformed;sothat,ifyou

caretoknowmoreabouttheVicar'scourtshipandmarriage,youneed

onlycarryyourimaginationbacktothelatterendofthelastcentury,

③
andyourattentionforwardintothenextchapter."と 言 っ て,噂 の 人

物Gi1丘1の 若 か り し頃 の 恋 物 語 を,誰 よ り も真 相 に 通 じて い る 自分 が 話 し

て あ げ ま し ょ う とreaderに 誘 い か け る の で あ る 。

narratorは 専 ら物 語 に 夢 中 で 具 体 的 な 自 己 紹 介 は し な い 。"TheSad

FortunesoftheRev・AmosBarton"(以 後"AmosBarton"と 略 記)と

"Janet'sRe
pentance"の 物 語 の 本 筋 と は 無 関 係 の 場 面(全 て 教 会 の 場)

で,群 衆 の 中 の 一 人 と し て ヒ ョ ッ コ リ顔 を の ぞ か せ る 程 度 だ が,そ の 短 い
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場面か らnarrat・rは 男性で あ り,物 語の舞台 となって いる地方 に 当時住

んで いたことがわかる。narratorは 少 年時代の故郷を語 るのだか ら,物 語

世界の地域性や人情,種 々の制 度等 の時代背景を熟知 してお り,Thomas

Paineや 他 の影響でChristianityに 懐 疑 的 になりつつ ある世 相 を詳 しく

readerに 中継 出来 る し,そ うい う世情 の中を生 きる人 々を誰 よ りも深 く理

解 して いるのであ る。narratorは 人物 の微細 な心理 の動 きか ら19世 紀初頭

の社会状勢 に至 る迄,物 語世界 のことに関 して は全知 の視点を もつ。

narratorは か つて は彼の語 る社会の一員だ ったが,物 語をする時点 に於

て は数十年前の社会を追憶 しているため,そ の 視点 は物語 の外部 に設定 さ

れて いる。 こう して事件 は当事者で はな く局外者が語 るので,Scenesに 展

開す る妻の死,恋 の恨みによる殺人未遂,Evangelicalism派 と保守派の

騒乱 という激 しい ドラマ も,渦 中の人物が語 る時のよ うに感情 に押 し流 さ

れ ることもない。narratorは 物 語に対 しては第三者 である故 に,事 件の状

況 や経過,登 場人物 に関 しては,極 めて客 観的に様相 を とらえ ることが可

能 になって いる。"andhereIfindmyselfalightingonanotherofthe

Vicar'sweaknesses,which,ifIhadcaredtopaintaflatteringportrait

④
ratherthanafaithfulone,Imighthavechosentosuppress."とGil丘1

の 欠点を率直 に述べて いることか らもわか るよ うに,narratorが 対 象に向

ける視線 はかなり公正であ る。 このよ うにScenesのnarratorは 叙 述の広

さ,正 確 さ と同時 に,語 る対象 に同情 はもって も過度の感情に支配 され る

ことは少 な く公平 な姿勢を崩 さないのであ る。

ところでnarratorが 精 通 してい るのは単 に物語世界の みな らず,広 く多

彩な学 識に も通 じているので ある。 彼 の語 りのは しば しにあらわれ る哲学,

宗 教,古 典等 の造詣 の深 さにその教養の高 さは容易 に汲 みとれ る。 こう し

てScenesのnarartorは 高 い知性 と公正 な判断力のある`reliablenarrator'

と してreaderの 目 にうつ り,readerは 安 心 して彼 のguideに 従 うこと

が出来 るのであ る。一 方narratorは"Dependuponit,youwouldgain

unspeakablyi正youwouldlearnwithmetoseesomeofthepoetryand

thepathos,thetragedyandthecomedy,lyingintheexperienceofa
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O
humansoul"と 自分 の 語 る物 語 に 絶 大 の 自 信 を も っ て 人 間 探 究 へ と 誘 う の

だ 。 しか しnarratorは 一 方 的 にreaderを 導 い て い くの で は な く,「 自分

と 共 に 物 語 を 読 め ば 得 る と こ ろ は 大 き い 」 と 保 証 す る 彼 の 言 葉 か ら も わ か

る よ う に,物 語 世 界 の 探 究 をnarratorとreaderと の 共 同 作 業 と 見 な して

い る 。narrat・rはreaderを`mydearfriend'と 呼 び ,作 品 に 対 す る 二

者 の 間 柄 を 丸 で 一 体 で あ る か の 如 く`we'と 呼 ん で い る よ う に,readerは

受 身 的 に物 語 を 聞 く だ け に 終 らず,narrat・rと 共 に 物 語 世 界 の 探 求 に 参 加

し,物 語 の 状 況,進 展 を 眺 め 感 じ示 唆 し合 う 親 密 な 関 係 に あ る 。 事 実

Scenesの 文 体 の 特 長 は,至 る と こ ろ に 見 受 け ら れ る"Youwillsee .,..",

"Yo
uareconvinced....","Youareimaging....""Youpercevie ...."

等 のyou(reader)を 主 体 と した 表 現 で あ り.そ こ か らnarratorreader

の 呼 吸 が ピ タ リ と 相 通 じ るcommunicationの 精 随 が 感 じ られ る 。 「語 り 」

の 特 質 で あ るnarrat・rとreaderの 親 し さ を 基 調 と した 共 同 関 係 を 土 台 に

Eliotは 当 初 の 目 的 を 達 成 し よ う と す る 。

narrat・rは 意 の ま ま にplotを 進 め た り舞 台 を 転 換 した り 自在 に物 語 を

操 作 す る 。 しか しnarratorが 操 作 す る の は 物 語 の 内 だ け で は な く,物 語

の 外 に い るfictitiousreaderの 反 応 を も 逐 一一contro1し よ う と す る の だ 。

Scenes(特 に"Am・sBarton")はEliotの 他 の ど の 作 品 よ り もfictitious

readerで あ る`y・u'の 存 在 度 が 大 き い 。 頻 頻 と 現 わ れ る`you'の 存 在 に

は 誰 し も驚 く だ ろ う。youは 勿 論 仮 空 の 存 在 だ か ら,Tと`yOU'の 相 互

関 係 も対 話 も あ く ま で 虚 構 で あ る 。 だ が`1'は ま る で 実 際 に`y・U'と 対 座

して 目 前 に 進 行 す る ド ラ マ へ の`you'の 反 応 を 見 聞 き した か の 如 く,物 語

に 対 す るyouの 表 情 の 動 き や 発 言等 の 反 応 を 仮 想 す る 。 そ して`youの

心 の 動 き を 敏 感 に 察 知 す る と`1'は,巧 み に 注 釈 や 弁 明 を して`you'の 反

応 をC・ntrolし,本 来 の 自 己 の 意 図 へ と 導 くの で あ る 。

HereIamawarethatIhaveruntheriskofalienatingallmy

refinedlady-readers,andutterlyannihilatinganycuriositytheymay

havefelttoknowthedetailsofMrGilfil'slove-stork-.
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`Gi
n-and-water!foh'.youmayaswellaskustointerestourselves

intheromanceofatallow-chandler,whominglestheimageofhis

belovedwithshortdipsandmoulds,'

Butinthefirstplace,dearladies,allowmetopleadthat.

⑥

Inthesecondplace,letmeassureyouthat.

"MrGi1丘1'sLove -Story"でnarratorは 艶 っ ぽ い 話 と は お よ そ 無 関 係 な

老 牧 師Gilfilの 地 味 な 生 活 を 喋 り 続 け,本 題 の 恋 物 語 は 一 向 に 始 ま ら な い 。

従 来 の 恋 物 語 で は 考 え ら れ な い 話 の 進 展 ぶ り に 不 満 な 意 見 が 殺 倒 す る こ と

を 作 者 は 予 想 した の か,narrat・rの 口 を 通 して 二 っ の 理 由 を 挙 げ,今 は 老

い て 枯 渇 し た 人 々 に も か つ て は 新 鮮 な 生 命 が 満 ち 浴 れ て い た の で あ り,彼

の 過 去 の 愛 の ド ラマ を"mind'seye"で 見 る こ と こ そ,若 者 の バ ラ色 の 恋

物 語 に も増 して 意 義 深 い の だ と 弁 明 して い る 。 作 家 と して の 弁 明 が,特 に

1ady・readers(時 に はMrsFarthingaleと 名 指 しで)に 向 け て な さ れ る こ

と が しば しば あ る が,こ れ は 当 時 婦 人 読 者 層 が 大 幅 に 増 え 小 説 愛 好 の 風 潮

は 普 及 した と は 言 え,彼 女 達 の 心 を と ら え た の は 相 変 らず 通 俗 小 説 で あ っ

た と い う 女 性 読 者 の 文 学 意 識 の 低 さ に 対 す るEliotの 不 満 の 表 現 で も あ ろ

う。 こ う して 物 語 理 解 に 支 障 が 生 じ る 懸 念 の あ る 時 に は,Eliotはnarrator

とfictitiousreaderと の 対 話 と い う 形 でreaderと の 触 れ 合 い を 設 け,教

養 あ る 導 き 手 と して 時 に は 強 硬 に 時 に は 低 姿 勢 で,事 実 を 説 明 し誤 解 を 修

正 し 自分 の 目 的 と す る 方 向 へ とreaderを 促 して い く。W・J.Harr・eyは,

narratorはcharacterの 住 むfictionalmicrocosmとreaderの 住 む 日 常

世 界(macrocosm)を 連 結 す る 橋 の 役 を す る こ と,即 ちnarratorはauthor

O

とreaderが 物 語 で 出 会 う 場 を 作 る と 言 っ て い る。narratorは 一 般reader

を 作 品 領 域 へ 引 き 入 れ 種 々 の こ と を 教 示 しauthorの 主 張 した い 世 界 へ 到

達 さ せ よ う と 働 き か け る の で あ る 。

以 上,Scenesに 於 け るreaderへ のnarratorの あ り 方 を 見 て き た が,

readerの 教 化 と か 共 感 拡 張 と い うEliotの 目 的 に と っ て,「 語 り 」 の 様 式

は 極 め て 直 接 的 な 効 果 を もっ こ と が わ か る 。 洋 の 東 西 を 問 わ ず,「 語 り」
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の本質は単に話を語 って聞かせ ることにあるので はな く,内 容 を 相 手 に

「同感 させ る」 こと,相 手の魂を語 り手 に 「感染 させ る」 こ とに こそあ る

　
か らだ。 そのため 「語 り」 には語 り手 と相手 のcommunicationの 断 絶を

埋め連帯 しよ うとす る意志 が必然的 に働 くので ある。 親密 な空気の中で相

手の共 感を強 く求め るactiveな 「語 り」 こそ,readerを 強 く意識 し共鳴

させよ うと精神を集中 したEliotに と って何よ り有 効 な叙法 と思われたの

で はないだ ろうか。

皿

narratorは 先 に見 たように,物 語の内 と外 の両面 を意 のままに操作 して

いる。 彼 は物 語を語 るだけで な くreaderに 向 って 自分 の精神を披露す る

権利 ももっている・ それ故 文学 を媒介 として何かを訴 えたいと願 う作家 に

とって,「 語 り」 はdirectに 自己主張出来 る恰好 の叙法 と言 える。Scenes

で もnarratorは この特権を十二分 に活用 してい る。

"Sill
yNovelsbyLadyNovelists"とScenesと の 関係 は先程述べ たが,

主 と して この評論での意見 を敷術 した文学意識がScenesで 主 張 され るの

である。 この評論で彼 女が問題 と したの は,上 流人以外 は文学 上での生存

権 を認 めない女流作家達の創作 態度であ り,物 事を正確に描写 す る能力 の

低 さであった。彼女達の小説 は,常 に超上流社会 を舞台 とし,女 主人公 と

いえば輝 く美貌 と才 知,厚 い信仰心の持ち主だが,地 位 と富には恵 まれ な

い。 必 らず悪辣 な貴族の策略にかか り苦難 に会 うが結末 は上流 階級 に迎 え

られhappyendで 終 る とい う荒唐無稽で類型的 なものだ った。
きわ

こういう際やか な主人公達 とは対 照的にScenesでEliotが 見っめ るの

は,平 凡 な聖職者 の逆 境へ落 ちて い く人生で ある。 この地 味な主題を彼女

は幾分意識 したのだ ろうか,作 中何度 もnarrat・rの 口を通 して,読 み た

くなければ読む必要 はない,も っ と異 常な境遇 やス リルに富んだ事件等 の

お好 みに合 う読物 は他 に幾 らで もあるのだか ら,と あ らか じめ言い渡すの

で ある。そ して周知の とお り,"AmosBarton"の5章 の 冒頭でかな りの

spaceを さ いてAmosの よ うに`notheroic',`soveryfarfromremarkable' ,
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`
unmistakablyc・mmonplace'な 男 を主人公 に選 んだ意義 にっ いて説明す る

ので ある。

ところでScenesは 題名 か ら推察 され るとお り,countryclergyに ま つ

わ る物 語だが,Amosは 別 として他 の二作の事実上の主人公 はCaterinaと

Janetで あ ることがわかる。 そ して彼等 はt当 時の小説の主人公 と して は

異色であ った。 平凡で 時には愚か しくさえあ るAmosを 筆 頭に,Caterina
ひとたび

も 一 見 ロ マ ン ス の 典 型 的 な ヘ ロ イ ンを 思 わ せ る が,一 度 恋 人 の 裏 切 りを 知

る や 短 刀 を 手 に 殺 害 しよ う とす る 行 動 力 と 情 熱 の 持 主 で あ り,Janetも 困

っ て い る 人 を 見 棄 て て お け な い 優 し さ を も ち な が ら,荒 廃 した 家 庭 生 活 に

耐 え ら れ ず 自暴 自 棄 な 飲 酒 に 逃 避 し 堕 落 者 と して 悪 評 の 的 に な る と い う そ

れ 迄 の ヘ ロ イ ン に な い 善 と 悪,長 所 と短 所 の 混 在 した 多 面 性 を も っ て い る 。

こ う い うegoや 無 知 の 欠 点 を も っcharacterは 当 時 の 一 般 大 衆 に と っ て は

共 感 ど こ ろ か,む し ろ 反 感 と と ま ど い を 覚 え る 恐 れ が あ っ た う と 思 わ れ る 。

事 実Blacicwo。dはfamilymagazineのeditorと して の 立 場 か ら,Caterina

像 をP・pularromanceのc・nventionalな 女 性 像 に 修 正 す る こ と を 腕 曲 に

忠 告 して い る 。 だ がEliotは"Myartisticbentisdirectednotatallto

thepresentationofem{nentlyirreproachablecharacters,buttothe

presentationofmixedhumanbeingsinsuchawayastocallforth
O

t。lerantjudgement,pity,andsympathy."と 当 初 の 意 志 を 曲 げ ず,narrator

の 機 能 を 通 してcharacterをreaderの 同 情 を か き た て 得 る 人 物 と して 位

置 づ け る の で あ る 。

narratorは 全 知 の 視 点 を も つ が,神 の 視 点 の よ う に 人 間 か ら 離 脱 した 非

情 な も の で は な く,我 が 故 郷 の 同 胞 を 語 る と い う 人 間 的Ieve1に 立 つ 視 点

で あ る 。 例 え ばnarrat・rはTryanに つ い て 述 べ る 時 も高 み か ら見 下 して

あげつら

論 ケ の で は な く,彼 と 同 じ 群 に い る 仲 間 の 立 場 で 同 情 を も っ て 接 す る 。

...andanyonelookingathimwiththebird's-eyeglanceofa

criticmightperhapssaythathemadethemistakeofidentifying

Christianitywithatoonarrowdoctrinalsystem;_.ButIamnot
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poisedatthatloftyheight.1amonthelevelandinthepress

withhim,ashestruggleshiswayalongthestonyroad,through

io

thecrowdofunlovingfellow-inen.

narratorの 視線 は同情 にあふれて いて,人 間の欠点 や奇行 を厳 しく非 難

せずmind'seye(心 の 目)で 接 し理解 す ることが肝 要だ と語 るので ある。

又,narratorはcharacterがreaderの 反 感や誤解 を招 きそ うな際に

は,物 語か ら一 時的に離れて一般論をcommentし,characterの 立場 を

そのまま一般論へ と抽 象 し,い わば微視的な視点か ら巨視 的な視点 の移 動

によって,characterは 他 人では な く我 々と共通点 の多い1司族 だ とい う意

識をreaderに 与 えている。 この効 果はfictitiousreaderが 一 般論 に巻 き

こまれ る時,一 層直接的で ある。例 えば非 の打 ちど ころの ないMilleに も美

しく着飾 りたい虚 栄 とい う唯一 の欠点 がある。narrat・rは 直 ちに"Youand

I,too,reader,haveourwealmess,havewenot?whichmakesusthink

⑪
foolishthingsnowandthen・"と 言って,人 間に共通す る愚か な属性へ

寛大 な目を 向けるよ うに促すのだ。 こう してnarrat・rは 物語 の特殊 な世

界を普遍的な人 間性 に結 びつ け,物 語のcharacterは 一 般readerと 相 似

してい るとい う親近感 をは ぐくむ と同時 に物語 に永続性を与えて もい る。

19世 紀初頭の物 語であ るが,昔 話 と して現 在 と隔離絶縁 して いるので はな

く,愚 か さやegOの た めに屈辱,悲 惨 へ と押 し流 されて い く入間の悲哀 は

narrat・rが 語 ってい る時点 に も,又,現 在及 び将来 に も共通 して存在す る

のであ る・narratorはcharacterへ の理解 を呼びかけつつ,又,広 く同胞

への愛 と理解を訴 えて もいる。

以上 見て きたよ うに,「 語 り」の もつ種 々の魅力的な特質 はEliotの 目的

に,あ る程度迄添 うもので あった。Eliotの 作 品 は強いreader意 識 を も

っが,「語 り」 も又,他 の どの叙法 に も増 して 明確 に相手(reader)の 存 在

を前提 と してい る。 文学 は基本 的には 日常 の 言語活動か ら発 展成立 した も
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の といわれるが,大 抵 の文学 がauthorの 心 情 の一方 的な伝達 に終 るの に

対 し,「語 り」 には一人称 が二人称 に語 りか け対 話 さえあるという日常言語

活動を彷彿 とさせ る状況が生 れる。 「語 り」 の文体 には肉声が こもって い

る。 日常会話 により近い`1'とvou'の,つ ま りauthorとreaderの 交 流

が可能である。 こういう親密 で身近 な空気の中で,readerはauthorの 息

吹 きを感 じ,authorはreaderの 方 向づけを直接 操作 出来 たので ある。

Scenesは 勿 論の こと,Eliotの 初 期の作 品に漂 うnarratorとreaderの

親 密 な雰囲気を考える時,そ の前提 として,auth・rで ある自分 と読者大

衆の間に心情的に も思想的 にも大 きな断絶 がな くほぼ 通 じ合っているとい

う一体 感が無意識の うち にEliotに あ ったと思われ る。WalterAllenも,

ヴ ィク トリア朝の作 家を考 える時,1830年 代 を境 と して,そ れ以 前に生 れ

た作家 は思想,感 情等 に於て著 しく大衆 と一致 して いたが,そ れ以後 に生

れ た作家 は大衆 の生 き方 に批判的で あり,大 衆 との間に意識の大 きな溝が
⑫

あったと指摘 している。Eliotの 場 合 も時 には当時の時代精 神の もつ狭 さ

や遍見 に至 る迄,大 衆 と共通 の基盤 に立 って いた。 だ が逆 に言えば,こ の

自と他 の意識が同一 である,或 いは少 な くとも断絶 がないとい う自信 が,

客 観認識を単純 に信 じるEliotの 楽 観的 な姿勢を生んでいる。Scenesで の

Eliotは 自分の認識 した ことは他 者 に とって も同 じ様相 を し同 じ意味を も

っ と確信 してい る傾 向がある。Scenesのnarratorは 認 識の役 割を一人

占めに して,丘ctitiousreaderの 反 応 を ことごとく自己の解釈へ と統一づ

けている。Scenesの 最 大 の欠点 は,「 語 り」が陥 りがちな独断性で あ り,

現 実を説 明 し,語 り,定 義出来 る と信 じている姿勢 である。narratorが 自

己の認識 の正 しさを絶対 視 し,readerの 自由な判 断や想像 を強 く限定 し,

そ の結果reader教 化 の意図が直接 に現 われすぎてか えって共感を得 に く

く している場合 も多い。現実 の多彩 な様相,認 識の相対性へ と自覚す る こ

とが,Scenes以 後 のEliotの 課 題 とな り彼 女はそれをMiddlemarchで 見

事に果 してい る。Scenesは このように習作 らしく欠点の 目立つ作品 か もし

れ ない。 しか し 「語 り」 とはもともと共 同体 の内部に矛盾 や亀裂がま さに

生 じつつ ある時,そ の溝 に橋をかけ る機能を もって起った と言われて いる。
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Scenesの 「語 り 」 に あ ふ れ るnarratorの 強 い 能 動 性 こ そ,神 と い う 絶 対

の 存 在 を 喪 失 し精 神 上 の 危 機 と 不 安 に さ ら さ れ,共 同 体 の 共 同 性 が 次 第 に

崩 れ よ う と し て い る 時s人 間 の 孤 立 化 を 阻 止 し 連 帯 さ せ よ う と し たEliot

の ひ た む き な 姿 勢 の 強 い 現 れ に 他 な ら な い 。
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